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*  Questionnaire survey by conscious complaints occurring 

at high-heeled shoes wearing.
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はじめに
ハイヒールは古くから女性に支持され履き続け

られている． ハイヒールは， 踵部を挙上するため，

足関節が底屈位に強制されアライメントが不安定

となる． このことから様々な関節部位に疼痛を引

き起こす可能性が高くなる． これまでのハイヒー

ルの自覚的愁訴による報告は， 足関節が不安定に

なる 1）， 外反母趾の原因の一要因となる 2）， 腰痛

を訴える者が多い 3）， ハイヒール歩行は膝関節痛

の一因となる 4） 等， 様々である． しかしながら，

全体的にヒールの高さや着用頻度， 疼痛部位など

を検討した報告は少ない 3, 5）． これらの問題に対

し， 専門的に理学療法士が介入することができれ

ば， 多くの女性が適切な高さのハイヒールを選択

することができ，ハイヒールを着用することによっ

て引き起こされる障害の予防に繋げることができ

ると考えられる． また， 一般診療において一般女

性に対してアドバイスができると考えた． これら

のことから， 我々はハイヒールのヒール高や着用

頻度がどの関節部位に疼痛の影響を与えるのかを
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【要　旨】

ハイヒールは， 様々な関節部位に疼痛を引き起こす原因になると報告がある． これまで， ハイヒールの

愁訴に関する報告はあるが， ヒールの高さや頻度， 疼痛部位などを検討した報告は少ない． これらのこと

から， 200 名の女性に対して， 自覚的な愁訴についてアンケート調査を実施した． 結果は回答者の 46.2% が

足関節痛を訴えた． ヒールの高さは 5cm が多く着用されている傾向であった． また， ヒールの高さが 7cm，

7cm 以上で足関節の愁訴を訴える者が多かった． ヒールの高さと自覚的愁訴との関連は不明であった． し

かし， 足関節痛を訴えるにも関わらず高いヒールを履く女性は今後何らかの下肢機能障害を呈する可能性

が高く， 助言が必要である． このことから， ハイヒールを着用する女性に対し， 足関節に着目することが

望ましいと考えられた．
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調査し， 下肢機能障害の予防に繋げていくために，

自覚的な愁訴についてアンケート調査を実施し，

そのまとめを報告する．

方法
理学療法学科の学生， 一般女子大学生， 看護師，

医療技術職の健常人女性 200 名を対象としてアン

ケートを配布した． 年齢は 18 歳から 51 歳であっ

た． 対象者へは， ヘルシンキ宣言の趣旨に沿い，

個人が特定される危険がなくプライバシーが十分

に保護されることを伝え同意を得た上で実施した．

アンケートは， あらかじめ用意された選択肢の中

から選ぶプリコード回答法及び自由記述回答法で

実施した 6）． なおアンケートの項目や選択肢は，

友國ら 5） の方法を参考にヒールの高さや着用頻

度， 疼痛部位を調査できるように作成した． 問 1，

身長 ・ 体重 ・ 年齢を記述， 問 2， 普段ハイヒール

を良く履く ・ 時々履く ・ 履くことはない， から主

観的に選択， 問 3 ハイヒールを週に何回履くかを

記述， 問 4， ハイヒールを履かなくなった， その

理由を記述， 問 5， ヒールの高さは， 3cm ・ 5cm ・

7cm ・ 7cm 以上 ・分からない， の中から選択， 問 6，

ハイヒール着用時の疼痛部位について， 腰部 ・ 股

関節 ・ 膝関節 ・ 足関節 ・ その他 （足指など） の中

から選択させた．

結果
アンケートは 175 名から回収することができ， 回

収率は 87.5% であった． すべての質問に回答した

者は 164 名， 回答率 93.7% であった． 問 1 の回答

者 （n=164） の平均値は， 身長 159.6 ± 5.8 ㎝， 体重

50.8 ± 5.8kg，年齢 23.8 ± 6.0 歳であった． 問 2 の普

段ハイヒールを履くかの問いの回答者 （n=164） の

内， 良く履く 22.5%， 時々履く 53.6%， 履くことは

ない 23.7% であり， 時々履くと回答した者が最も多

かった． 問 3 では， ハイヒールを履いていると回

答した者 （n=125） の 1 週間辺りの着用平均は， 2.9

± 1.9 日であった． また， ハイヒールを履いている

回数は週 1 回と 2 回が最も多かった （図 1）． 問 4

の， ハイヒールを履かなくなったと答えた （n=39）

内， 足 （足関節） が痛くなるからと答えた者が多く

26.8% であった． 問 5 の，ヒールの高さ （n=164） は，

3cm=30.4%， 5cm=42%， 7cm=17%， 7cm 以上 =4.2%， わ

からない =3.6%， 履かない =2.4% であり， 5cm が最

も多く着用されている結果となった． 問 6 の疼痛部

位の回答者 （n=132） の内， 足関節が 46.2% と最も

多かった （図 2）． ハイヒールの高さと疼痛部位で

は， 3cm （n=50） と比較して 5cm （n=69） で足関節

痛の訴えが 12.7% 減少 （3cm=46%， 5cm=33.3%） して

いた． 7cm （n=28） では， 足関節痛が 42.8% であり，

5cm よりも 9.5% 増加していた． 7cm 以上 （n=7） の

ヒールの高さになると， 足関節のみであり， 足関節

痛は 57.1% であった．

考察
結果より， ハイヒールの着用頻度と足関節の愁

訴は （母数 10 例以上で） 反比例していることが

認められた． 足関節愁訴の割合は 40% 以上であり，

週に 1， 2 回の着用回数で多いことが認められた

（図 1）． このことから， ハイヒールを履く頻度が

少ない女性は， 足関節痛を回避する目的で履く回

数を減らしている可能性が示唆されるが， 詳細は

不明である． また， 足関節の愁訴を訴えながらも

ハイヒールを着用している頻度が多い女性は， 下

肢機能障害を呈する可能性があり， 今後着用頻度

を減らす， もしくはヒール高を変更するなどして

足関節痛の改善ができるように助言する必要があ

る． ハイヒールを履く女性のヒール高は 5cm を着

図 1． ハイヒールを履く人数と足関節愁訴の割合

図 2． ハイヒール着用時の疼痛部位
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用する頻度が多い傾向が認められたが， これらの

ことと自覚的愁訴との関連は不明である． しかし，

5 ㎝で 3 及び 7 ㎝と比較して足関節痛が少なく，

本結果に影響した可能性もある．

ハイヒールはスニーカーと比較して， ヒールが

高く， 踵がソール部分に固定されないため安定性

に欠ける 7）． 細谷 8） は， 下腿の筋疲労が顕著にな

り疲労感を増大させると報告している． これらの

理由により， 足関節周囲の不安定性が生じやすく

なり， 本研究の結果では， 足関節痛が最も多い結

果になったのではないかと考えられた．

本研究は， 足関節に愁訴が最も多いことから，

ハイヒールを着用する女性に対し， 足関節に着目

していくことが望ましいと考えられた． また， 足

関節痛の少ないヒール高 5 ㎝を指標にヒール高の

調整をすることで， 下肢機能障害の予防や足関節

痛の改善に繋がる可能性があると考えられた．

本研究の限界として， 疼痛の部位が詳細に検討

されていないことが挙げられる． また， 障害の予

防に繋げていくには， より詳細なアンケートを作

成する必要性が高いと考えられた．

まとめ
今回のアンケートの結果から， ハイヒールを着

用する女性は足関節に愁訴を訴えることが多いこ

とが認められた．
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